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成果指標　アウトカム

維持管理に係る故障・事故数
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3,349,840

受電設備保守点検業務委託 通年

円

平成30年度

9,805,000

9,805,000

9,753,682

円

円

円

円

円

円

決算（見込）額　Ａ

項　　目

円

人

その他特定財源

一般財源

当初予算

補正・流用等

合計

単位

円

円

円

円

目標

成果

件

成果

国庫支出金

県支出金

総事業費　Ａ＋Ｂ

市民１人当たりコスト

財源内訳

予算額

成果指標と目標値
を設定した理由

博物館の各種設備等を適切に管理することで、故障・事故を未然に防ぎ、より多くの地域住民
の方に安全かつ快適に博物館を利用していただく。

令和２年度の
実施方針

効率的に実施 活動量 維持する コスト 下げる 成果 上げる

引き続き博物館維持管理を適切に実施し、来館者の満足度を高める。

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト

令和２年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

清掃業務委託 通年

警備業務委託 通年

エレベーター保守点検業務委託 通年

消防設備、空調、自動扉保守点検業務委託 通年

12,957,840

305

12,642,840

298

R２は予算額

市債

博物館建物は、平成２年度に建築され経年により、建物及び設備に劣化が顕著になっており、早急
に長寿命化対策が必要である。

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務 博物館法、中野市立博物館条例・同規則

事務事業概要 博物館の維持管理を適切に行い、来館者に対し快適な環境を提供する。

目指す姿

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

施設利用者
博物館利用のために施設・設備を適切に維持管理して安全で快適に利
用していただく。

現状・課題

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 10款 教育費 未計上

項 ４項 実施期間

目 ５目 博物館費 平成21年度

施策 01 社会教育・生涯学習の充実 内線電話 8122

社会教育費

事務事業名 博物館管理事業
目標設定日 令和2年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和２年度目標設定） 事務事業№ 100901

正規職員数

人件費　Ｂ

教育委員会事務局

総合
計画
体系

基本政策 4 ふるさとを学び育つ文化のまちづくり 課・室 博物館

政策 02 社会教育・生涯学習の充実 係



エレベーター保守点検業務委託

受電設備保守点検業務委託

警備業務委託

消防設備、空調、自動扉保守点検業
務委託

９月 10月 11月 12月

清掃業務委託

７月 ８月

教育委員会事務局

課・室 博物館

係

事務事業名 博物館管理事業

部・局

令和２年度　業務スケジュール

活動内容 ４月 ５月 ６月 １月 ２月 ３月

トイレ・展示室・休憩室等館内清掃業務委託（通年・２回/

館内クリーニング（２回/年）９月・３月

警備業務委託（通年）

消防設備、空調、自動扉保守点検業務委託（通年）

エレベーター保守点検業務委託（通年）

受電設備保守点検業務委託（通年）


